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３ 
ジネス デルの ロンティアから課題 日本の 来方向を る 

業構造 研究の から  
 

部 志 科学 と の会 大） 正秀 ー） 
 
 

 
1. はじめに 

年 が の 活動は低 向が続いている
が、 的に見ると、 では新しい ジネスや

が される事で活 を り出し、また新
で大きく を ている 業も少なからず

見られる。また が においても環境の 化に対
して業態を 容させ、 している 業も

する。しかし、多くの日本の 業は、新しい ジ
ネスの 出に し でおり、いかにして社内でイ
ノ ー ンを こすか、そのための方策は か、
研究や を行う きだとの 題意識が高まっ
ている。 
 
そこで、 社）科学 と の会 会

では、 業構造 研究 門 会を し、
事 を中心として調査研究を行ったので、ここに
その 要を報告する。 
 
2 景 
年、 が の 業 を り く環境は大きく

化を見せているが、主なものは の様に 4 つの
化として上 られる。 

 
・ 件の 化 

の 動に う環境 題、 増、消費増
大による 、資源の減少、など 
・ 策のトレンドの 化 
エネルギー/資源の い 策、 エネ 策、環
境 出 、 一 でのイン ラ ジネ
ス 大、など 

、 、原子 、ス ートグリッド等） 
・社会 的トレンドの 化 
新 の 要増大、 の 要 化 ノから
コト 、など 
・ ジネス デルの 化 
ープン化 デルの と、 としての ラック
ックス化、 新による新 ーケットの

造、など 
 
そしてこれらの 化を 景に、 え エレクトロ

クス 業では、 のように、 環境の 化
対して大きな影響を受け、 の大きな 動が

れている。これに対して ー ス 業は環境
化に く、 的安定した の確保が可能で
ある事が分かる。 

 
1. の  

 
また、研究 発 資の 間は、 2 の様に
に短 化が できており、つまり 正な

を得る 間が短くなることで、 資の
が に くなってきている事が かり、これは
造業にとっては大きな 題となってくる。 

 

2. 資 の低  
 
3 事 研究の 定 

の様に、 業 を り く環境 化は、
業の り方そのものにも いかけを行っている
に等しく、それ に は正に 業構造の を

に考える時が来ていると考えられる。そこで、
それにうまく対 し、 化を こしながら を
続ける 業などをケーススタディとして り上
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の様に、 業 を り く環境 化は、
業の り方そのものにも いかけを行っている
に等しく、それ に は正に 業構造の を

に考える時が来ていると考えられる。そこで、
それにうまく対 し、 化を こしながら を
続ける 業などをケーススタディとして り上

、その を考えると に、その けを
す く、種々の 策やトレンド、理論を 行し

て学 こととした。この 種の については、
その 定は の項目を考慮して行った。 

 の 分 方向 け） 
・ 分  
グリーン、ライ 4 科学 基本 の中
で特に の重 配分がなされる分  
・新 重 域 
クールジャパンなどのジャパン ランド 

 トレンドの理  
・CEO スタディ、未来  

 業 の自 事 KFS の抽出 
・ 業 の原  
日本が得意とする「 ノづくり」 ースの事  
・科学 と の会の 論 分 である、

的 論 
 

4 事  
さて、ここで を いた 業の方々の事

を つか り上 させて く事とする。 
 

4－1. ィル  
ィル は、 ィル の 場減少を自ら

し、そこに自ら 手を つ事で構造 を
し ている。これは、「デジタル化」をキー

ワードに、 ディカル ステ 、グラ ィック
ステ 、イ ージングの つの分 に する事
で、 2 の 業を て事業 トを してい
る。そしてこれを する上での重要事項は、
増減にとら れない 的な R&D 資で、こ

こでの るぎない で見事に主 の 場
という を り え、新たな を えて

いる。また、その は にコアテクノロジーの発
展分 として化 場にも参 し、充分な研究
発を 景とした の さを ースに、 に
ンを増やして 果を上 つつある。 
 

 
3 ィル  2 の 業 

 
4－2 ー 

ーは、過 に大きなイノ ー ンを こ
す を発 してきているが、この原動 にはい
くつかの イントを見出すことが出来る。 

ーでの は、トップ ウン、 ト
アップ 方のルートがあり、それぞれ種々の
事 、 多くの 事 があるが、 したもの
の多くは過 の 定や自 定を行った事が特
となっている。 え カラーテレ は 来方

を 定して 自 発、ウ ーク ンはテープレコ
ー の い方を 定しての新たな 、カ コー

は に 来 ー ットを 定して を見通
しての 発、などである。つまりここでは なる
自 新がキーワードとして出てくる。 

 

4 ー プロジ クト  
 

4－3 バイエル テリアル イエンス 
バイエルグループで化学 を う同社は、外

資系 業の特 ともいえる、 来 を まえて
の 的事業 ート リ を構築、 する事
で、 な構造 を っている。 

クロ、 クロの観 での 来 を行い、理
となるある き を描き、そこと現 とのギャ

ップを明確化してそこを目指すという、高い
性を持った事業 がなされており、同時にこれ
をトップ ネジ ント自らが明確に りを行
う事で、社内に リ ーを させ、事業構造の

を にはかる事に している。この過
で、 域と の ジネス 域とを分けて分
社化するなどの大きな も行っており、分析に
基づく 性を ースにした自 が見て れる
事 である。また、 には社内 も大きく
するが、これに対してのトップの るぎない確
とリー ー ップが発 される事で、 に

いている。この事 では、トップの ン、
が重要な要 として か 上がっている。 
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4－4 QUALCOM 

QUALCOMは のチップセット 場に
おいて、大きな アと るぎない ジ ンを
確保しているが、 々は大学からのス ンアウト

業であり、 的な研究 発 の 業である。
は そのものを 発 する 業で

あったが、その を 景に、 な を
ースにしたチップセットの 給 ーカー と
化を 、大きな を めている。 

ここの ジネス デルの特 は 続した研究
発 資にあり、 果としての を持つ事での

ライセンスとチップ 給の分 で、 に を
る がその の 源である。また、その主

場である通 の分 では、まだまだ未 の大
であると定 し、 続したイノ ー ンを こ
す事に し、持続的 を目指している。 

 

 
5. QUALCOM 持続的イノ ー ン 

 
4－5 原  

外科の 原 生は、その 書「 がトヨタ
を える日」で 業を日本の 代の 出安
行に てる きと され、自らリー ーとして
アジアでの 事業や 機 の 出 業
化に り まれている。この り は、まだこ
れからの 策であり、 事 ではないが、日本
の 業 が し 中で、 代の 業を する

り として大きな 目に する活動である。 
その理念は、 な を の 々に く
するという高い理 を課が 、 なる 業

の 出という 念に まらない、 の 機会の
という大きな を う構 となっている。

この計画は、 に日本 の の 、 々と
行に されつつあり、 の が 目されるも
ので、 業 からも 的な参 が される
域の一つである。 

 
4－6 建  

造業に ー ス事業を だ構造
を る新たな り で、 ・ 分 の ー
ス科学 り 事 である。これは、本 の最
に した、 造業と 異 ス行の の 化

で かる様に、 造業がより安定した ー ス事
業を自ら り ことで、安定した 業に 化さ
せる り であるが、この 造業の ー ス業
化は、 の 3 つの ー を たす事で可能とな
る。 

 
 の ー 価   

が めているのは ノ自 ではなく
が ノを って価 を 造するプロセスを
する ー ス。 

 造業の ー 別化・ い   
ノ自 の 別化が しい場合 ノに えて

れた ー スを することで 合他社との
別化 い 。 
 会の ー 環境・資源 題 

ノ自 の から ノの機能を する
ー ス レンタルやリース）により 環 社会
の 現。 

 
この事 では、これを 現場で 現する事で

新たな ジネス展 を しているが、つまり、
なる 造業から発展し、自らが ー ス 業に
る事で、事業構造を する であり、

の一つの流れを すものである。 
 

 
6 と 建 による 現場における

ー ス事業 の り  
 

5 まとめ 
この研究会では、 の事 を め、種々の事

学究的研究の 、トレンドの などを
行って いたが、これらを通して、 つかのキー
イントが か 上がってきたので、それをまと

める事とする。 
 
5－1. ジネス デル 
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行って いたが、これらを通して、 つかのキー
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の研究会では、ここで り上 た事 を
めて 22 のテー で を いたが、これらを
ジネス デルという観 で見ると、構造 に
したパターンは つかに分けられる。 
 

・ した R&D の 行 資 
ィル 、QUALCOMなどが するが、

事業の 来 を見通して、そこ の のために
R&D 分 を特定し、 した 行 発を行って
化を自ら していく デルである。これにより、

主 となる ジネス 域や 構造の トを
していく事が可能となる。 

 
・コア を ースとした 展  

HOYA、 や日 のス ート ティ事業など
が し、 したコア を ースとした新た
な事業展 を るもので、得意とする の特定
と、環境 化を まえて自社が参 できる
ジネス 域の特定と がキーとなる。このパタ
ーンでは、 源となる事業が の がりを見せ
る事となる。 
 
・M&A 

JTが し、 ース事業分 での大きなM&A
を行う事で を する デルで、この場合は
基本となる ジネス デルでの 化は い。しか
しながら、 ネジ ント手法に大きな 化を要し、
R&D の行い方を めた、自社内での構造 を
要とする。また、 なる の には、事業自
の M&A の に、 場 化に えた R&D の

行もキーとなる。 
 
・ ノと ー スの一 化 

建 の事 が するように、これ
まで ノづくりを得意としてきた 業が、 ー
ス事業自 を一 化して り もので、 の
大きな流れを すものである。この場合、 「コ
トづくり」を 行して行う 要が出るため、その

がまずは重要となるが、その手法も種々
されつつある。 
 
5－2 での対  
・自 定、過 定しての ト 

SONY、 ィル などが し、 域
であろうとも、一 自 定し、新たな 大を
うものである。これは、 中であってもその
の ジネスや の流れを し、そこで が
要かを考えて 手を って 発などを行

う事で、大きな を こす事となる。 
 
・ 来  

バイエル テリアル イエンス、 ジネス
の 展 などが するが、 ジネスの 来

を 分析し、自社の 域を定めて明確に
ジ ンを描いて 対 である。ここには、 業
の ジ ンが ため、トップ ネジ ントの明
確な意 定とリー ー ップが 要となる。 
 
5－3 通要  

上、 の研究会での事 研究の結果として、
構造 の として 要な つかの要 を
見出してきたが、このいずれにも 通する 要な
要 を見出すことが出来る。それはトップ ネジ
ントによる意 定である。 ジネス デルの
化対 や自 定など、事業 を に

くためには、種々の分析や などを基にしても、
最 は明確な意 定と ジ ン構築、 その

と全社の方向 けが であり、ここはトッ
プ ネジ ントの が 要で、その の十分
な が となる。 の研究会の様に、
事 の もその一つの な手 であり、より

をした 事 の分析 など、
続しての活動が される。 
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